
No. 名称(所在地)

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

木造伝了源坐像（善福寺）

木造阿弥陀如来立像（善福寺）

大磯高麗山の自然林

木造地蔵菩薩坐像（慶覚院）

千手観音立像（慶覚院）

高来神社のシイニッケイ（高来神社）

高麗ホルトノキ

釜口古墳

木造薬師如来立像（楊谷寺）

No. 名称(所在地)

⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱

楊谷寺谷戸横穴群

木造阿弥陀如来坐像（大運寺）

木造弘法大師坐像（地福寺）

鴫立庵・鴫立沢

旧島崎藤村住宅－静の草屋－

稲荷神社の樹林（稲荷神社）

木造薬師如来坐像（王福寺）

木造阿弥陀如来坐像（迎接院）

庄ヶ久保横穴群

No. 名称(所在地)

⑲
⑳

石造地蔵菩薩立像（西長院）

鷹取神社の社叢林

社宮神のタブ

木造武装神形立像・木造女神形立像（六所神社）

六所神社の樹林（六所神社）

国府新宿梵鐘（宝積院）

宝積院のカヤ（宝積院）

たれこ谷戸西横穴群

木造聖観世音菩薩及び二天立像（蓮花院）

※上記のほか、17名の方から計3,362,550円のご寄附をいただいております。 ◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

9

◎問い合わせ　生涯学習課　☎内線 329

▲店の外に行列ができる
「めしや大磯港」

大磯駅

▲写真は旧島崎藤村住宅

国府支所

⑲ ⑬

⑪

⑧

①②④⑤

③
⑥

⑯

NO.73
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　町内指定文化財の案内看板を平成 20 年度から２カ年かけて町内全域に整備しま
した。町内には多くの文化財が残されていますので、身近な文化財を知っていただ
きたいと思います。

　町内指定文化財の案内看板を平成 20 年度から２カ年かけて町内全域に整備しま
した。町内には多くの文化財が残されていますので、身近な文化財を知っていただ
きたいと思います。

指定文化財案内看板が新しくなりました指定文化財案内看板が新しくなりました

４月７日現在、総額 41,547,991 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。
（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

岸田　富行
西武建設株式会社横浜支店営業部有志一同
西武建設株式会社横浜支店土木部有志一同
簑島　敏明
小宮　悦郎
柳澤　誠一
堀内　弘栄
西野　喜重
日江井　榮二郎
植田　光子
大貫　英雄
匿名
奥津　好恵
星槎学園中高等部青葉校
学校法人国際学園星槎中学校
大磯町生きがい事業団有志
匠建設株式会社
株式会社コサカ　代表取締役　小坂　義和
大山祇神社太々神楽保存会　源田　義憲
有限会社海野石材店
飯髙　昇
小柳　建次

埼玉県所沢市
横浜市
横浜市
大磯町
大磯町
大磯町
川崎市
東京都港区
東京都府中市
長崎県長崎市
厚木市
横須賀市
横浜市
※※※※※※
横浜市
※※※※※※
平塚市
相模原市
栃木県足利市
真鶴町
鎌倉市
平塚市

※※※※※
※※※※※
※※※※※
¥100,000
¥10,000
¥10,000
※※※※※
※※※※※
¥9,000
¥10,000
¥10,000
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
¥51,000
※※※※※
¥10,000
¥5,000

※※※※※
※※※※※
※※※※※

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

有限会社サンライズ菊池
高倉　光瑞
小野　達夫
小澤　淳一
桃井　正人
有限会社　フルショウ設備
佐神　誠二
匿名
河野　康子
鈴木　美保子
株式会社ガイアート T・K　世
紀東急工業株式会社共同企業
体　平塚アスコン
匿名
国府小学校平成21年卒業を祝う会
紅谷　貞子
大平　道子
大磯ライオンズクラブCN－40周年募金箱
堀口　眞作
三宅　豊
高尾　麗子
橘川　剛一

大磯町
静岡県静岡市
東京都荒川区
湯河原町
※※※※※※
大磯町
横浜市
※※※※※※
東京都三鷹市
大磯町

平塚市

※※※※※※
大磯町
平塚市
平塚市
大磯町
大磯町
東京都目黒区
小田原市
伊勢原市

※※※※※
※※※※※
¥10,000
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
¥10,000
※※※※※
¥50,000

※※※※※

¥2,032
¥3,668
¥1,000
¥1,000
¥55,460
¥30,000
¥5,000
¥3,000
¥5,000

　
昭
和
３
年
に
起
き
た
張
作
霖
爆
殺
事
件

の
処
理
を
巡
り
、
翌
年
田
中
内
閣
が
総
辞

職
す
る
と
、
濱
口
雄
幸
内
閣
が
発
足
し
ま

す
。
外
相
に
は
幣
原
喜
重
郎
が
就
任
し
、

吉
田
は
外
務
次
官
留
任
と
な
り
ま
し
た
。

　
太
っ
腹
で
大
ら
か
な
田
中
義
一
と
は
対

照
的
に
、
幣
原
は
慎
重
且
つ
几
帳
面
な
人

物
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
外
務
省
の
事

務
に
通
じ
、
吉
田
が
「
最
も
外
務
省
的
」

と
評
す
る
幣
原
は
、
自
他
共
に
認
め
る
英

語
の
達
人
で
、
幣
原
が
書
い
た
英
文
の
外

交
文
書
は
外
国
人
専
門
家
も
及
ば
ぬ
程
で

し
た
。
外
務
省
の
仕
事
は
大
臣
が
て
き
ぱ

き
と
片
付
け
て
し
ま
い
、
仕
事
の
な
い
次

官
は
外
回
り
で
大
臣
を
補
佐
す
る
と
自
任

し
、
政
治
家
や
軍
人
た
ち
と
の
連
絡
役
を

受
け
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
臣
室

で
過
ご
す
こ
と
の
多
い
幣
原
と
留
守
の
多

い
吉
田
に
対
し
、「
吉
田
大
臣
、
幣
原
次
官
」

と
い
う
者
も
い
ま
し
た
。

　
次
官
在
任
中
の
昭
和
５
年
、
補
助
艦
艇

の
保
有
制
限
を
主
要
課
題
と
す
る
ロ
ン
ド

ン
海
軍
軍
縮
会
議
が
開
か
れ
ま
す
。
当
時

の
日
本
は
昭
和
恐
慌
に
直
面
し
、
緊
縮
財

政
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
濱
口
首
相

は
、
軍
縮
に
積
極
的
な
立
場
を
と
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
日
本
の
軍
艦
保
有
比
率
に

つ
い
て
、
米
英
側
が
「
対
米
英
六
割
」
を

主
張
す
る
の
に
対
し
、
日
本
海
軍
は
「
対

「
吉
田
大
臣
、
幣
原
次
官
」

米
英
七
割
」
を
主
張
し
て
譲
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
対
英
米
関
係
の
重
要
性
を
痛
感
し
、

列
国
強
調
の
回
復
を
目
指
す
吉
田
は
、
海

軍
の
強
硬
論
の
抑
制
を
図
り
、
海
軍
内
で

絶
大
な
影
響
力
を
持
つ
元
海
相
・
岡
田
啓

介
と
元
首
相
・
山
本
権
兵
衛
に
接
近
し
協

力
を
要
請
し
ま
し
た
。
交
渉
は
難
航
し
ま

し
た
が
、「
対
米
英
六
割
九
分
七
厘
」
と

い
う
妥
協
案
を
受
諾
し
、
日
本
全
権
団
は

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
に
調
印
し
ま

す
。
吉
田
次
官
の
働
き
は
条
約
調
印
へ
の

助
け
と
な
り
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
評
判
と

な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
内
で
は
こ
の
条
約
を
巡
り
、

条
約
反
対
派
か
ら
天
皇
の
統
帥
権
の
独
立

を
犯
す
と
い
う
批
判
が
起
こ
り
、
同
年
濱

口
首
相
が
東
京
駅
で
右
翼
青
年
に
よ
り
狙

撃
さ
れ
た
事
件
の
遠
因
と
も
な
り
ま
し

た
。
濱
口
首
相
は
こ
の
事
件
で
重
傷
を
負

い
、
翌
昭
和
６
年
、
濱
口
内
閣
は
総
辞
職

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　郷
土
資
料
館
　
学
芸
員

　
曽
根
田
　
☎(

61)

４
７
０
０

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑨ (59件：３月９日～４月７日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

▲濱口雄幸内閣閣僚写真。中央
　着席人物が濱口雄幸首相、左
　から５人目が幣原喜重郎外
　相。（写真／門真市立歴史資
　料館所蔵）

大
磯
に
も
春
？

め
し
や
大
磯
港

　
今
年
の
春
は
、
寒
さ
と
共
に
大
磯
町
に

や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
桜
の
つ
ぼ
み
が
ピ
ン
ク
に
色
づ
く
こ
ろ

に
雪
が
ふ
っ
た
り
、
新
緑
の
こ
ろ
に
み
ぞ

れ
が
ふ
っ
た
り
不
安
定
な
天
気
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
畑
の
野
菜
も
あ
ま
り
良
く
育
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
大
磯
町
は
農
業
が
さ
か
ん

な
の
で
収
か
く
が
心
配
で
す
。

　
大
磯
町
は
緑
豊
か
な
町
な
の
で
、
は
や

く
春
ら
し
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
帆
奈
美
）

　
大
磯
町
の
大
磯
港
に
、
魚
料
理
専
門
店

「
め
し
や
大
磯
港
」
が
４
月
23
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
大
磯
の
沖
で
と
れ
た
魚
を
刺
し
身
や
天

ぷ
ら
な
ど
に
し
て
い
て
盛
況
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
私
は
魚
料
理
が
好
き
な
の
で
、
ぜ
ひ
「
め

し
や
大
磯
港
」
に
食
べ
に
行
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
帆
奈
美
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７

①②⑦
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⑦

⑫
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⑰

⑩
④⑤

③
⑥

⑦

⑧

⑨⑨

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯
⑰

⑱

⑳⑳

⑩

22

26

27

23

24 25 21

22

26

23

24 25 21
27

23

24 25 21

22

26

小
田
原
厚
木
道

路

至二
宮 国道

1号

至平
塚

西湘バ
イパス

JR
東海
道新
幹線

国府中学校

環境美化センター

国府小学校

大磯中学校

大磯小学校

国府支所

郷土資料館

大磯町役場

国府中学校

環境美化センター

国府小学校

大磯小学校

大磯運動公園大磯運動公園

郷土資料館

旧吉田邸

大磯町役場大磯城山公園

図書館図書館

大磯郵便局大磯郵便局

大磯港

照ヶ崎
アオバトの飛来地

商工会議所商工会議所

県立大磯高校県立大磯高校

生涯学習館生涯学習館

湘南平
高麗山

鷹取山

21

22

23

24

25

26

27

　　　　　広報おおいそ　平成22年6月 12




